
様式１

受講者No.

自己評価
（６月）

低い←　→高い

自己評価
（１２月）

低い←　→高い

① １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

② １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

③ １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

④ １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

⑤ １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

① １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

② １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

③ １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

④ １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

⑤ １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

① １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

② １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

③ １　  ２  　３  　４ １　  ２  　３  　４

受講者所感（６月）

受講者所感（１２月）

情報機器を授業に生かすことができる

                          学校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　印

平成２０年度中学校数学授業改善プロジェクト事業
評　　価　　票

家庭学習など生徒の自主的な学習態度の育成に取り組んでいる

発問、板書など基本技術を身に付けている

ねらいに沿った学習活動を展開している

教材・教具を適切に活用している

授業評価システムを活用した授業改善に取り組んでいる

補助教材や教育機器など教材・教具を工夫している

教材の研究や教材活用の工夫をしている

年間指導計画に基づいて、単元目標の設定・評価規準の作成をしている

生徒の興味・関心を生かし、問題解決的な学習や体験活動を重視している

個別指導やグループ別指導など指導方法を工夫している

※　６／２７（金）〆切の提出の際には、６月の自己評価欄及び受講者所感の欄に記入のうえ、コピーしたものを提出してください。
※　１２／２５（木）〆切の提出の際は、１２月の自己評価欄及び受講者所感、学校長からのアドバイスの欄に記入のうえ提出してく
ださい。

教務主任等他の教員と連携して学習指導に当たることができる

学校名　    　　　　　   　　　　　　　氏名

評　　価　　項　　目

学校長からのアドバイス

(1)
計
画

(2)
授
業
の
実
施

(3)
そ
の
他

生徒の思考に働きかける学習活動を展開している


